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山形県地域公共交通計画 新旧対照表 

 

頁 変 更 後 変 更 前 

149 

150 

＜施策・事業 ３－２－１＞ 

地域内交通ネットワークの確保・維持・改善（市町村の事業一覧） 

 

地域 市町村 実施事業 実施期間 

最
上 

戸沢村 

「別紙（地域内フィーダー系統に係る地域公共交通確保維持事業の詳細（戸

沢村該当部分））」に記載された交通サービス及び「別紙（山形県市町村総合

交付金申請予定事業一覧）」に記載された交通サービスについては、本施

策・事業における地域の生活の維持と活性化に不可欠な公共交通として位

置付け、国の地域公共交通確保維持事業、県の市町村総合交付金及び戸

沢村の財政負担の適切な分担によってサービス水準の維持・確保を図る。 

乗合デマンドタクシー本格運行（上松坂新庄線、高屋余目線）   

新庄病院移転に伴う路線及びダイヤ改正 

 

 

 

 

 

 

R５年４月～ 

Ｒ５年度 

 

 

 

 

地域 市町村 実施事業 実施期間 

最
上 

戸沢村 
乗合デマンドタクシー本格運行（上松坂新庄線、高屋余目線）   

新庄病院移転に伴う路線及びダイヤ改正 

R５年４月～ 

Ｒ５年度 
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186 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．酒田・鶴岡～山形線 

 

３－１．運行開始から現在までの経緯 

 

庄内交通 鶴岡～山形線は昭和 56 年(酒田～山形線は昭和 59 年)から、庄内と山形市を結ぶ路線の運行を開

始し、平成 12年より山形道を経由する路線とした運行となる。当時（昭和 55年国勢調査）は、村山地域の人

口は約 56万人、庄内地域の人口は約 34万人で、沿線となる酒田・鶴岡・西川・寒河江・山形各市町の人口だ

けで約 49万人であり、庄内地域と県都を繋ぐ必須の幹線として一定の利用があったものの、近年、県内人口・

沿線人口ともにおおきく減少する中で、利用が大きく低迷し、現在では、鶴岡～山形線で年間輸送人員 15,983

人、酒田・山形線で年間輸送人員 40,068人となっている。鶴岡～山形線は R4年度補助から国・県の支援を受

けているが依然として赤字であり、原則公的支援を受けていなかった酒田～山形線においてもコロナ禍の影

響を受け赤字となっている。 

 

現在の路線概況（庄内交通・鶴岡～山形線） 

年間路線収入：9,876,000円 

年間路線支出：18,491,000円 

年間輸送人員：4,822人 

年間平均輸送密度：5.5 

 

現在の路線概況（庄内交通・酒田～山形線） 

年間路線収入：82,369,638円 

年間路線支出：125,257,588円 

年間輸送人員：40,068人 

年間平均輸送密度：6.8 

 

現在の路線概況（山交バス・鶴岡～山形線） 

年間路線収入：22,295,858円 

年間路線支出：40,824,089円 

年間輸送人員：11,161人 

年間平均輸送密度：4.9 

 

 

 

３．鶴岡～山形線 

 

３－１．運行開始から現在までの経緯 

 

庄内交通 鶴岡～山形線は昭和 56 年から、庄内と山形市を結ぶ路線の運行を開始し、平成 12 年より山形道

を経由する路線とした運行となる。当時（昭和 55年国勢調査）は、村山地域の人口は約 56万人、庄内地域の

人口は約 34万人で、沿線となる酒田・鶴岡・西川・寒河江・山形各市町の人口だけで約 49万人であり、庄内

地域と県都を繋ぐ必須の幹線として一定の利用があったものの、近年、県内人口・沿線人口ともにおおきく減

少する中で、利用が大きく低迷し、現在では、年間輸送人員 15,983 人となり、鶴岡～山形線の路線収支は赤

字となっている。一方、山形県のコロナ禍におけるバス事業維持対策支援金等を除き、原則公的支援は受けら

れていない。 

 

 

現在の路線概況（庄内交通・鶴岡～山形線） 

年間路線収入：9,876,000円 

年間路線支出：18,491,000円 

年間輸送人員：4,822人 

年間平均輸送密度：5.5 

 

 

現在の路線概況（山交バス・鶴岡～山形線） 

年間路線収入：22,295,858円 

年間路線支出：40,824,089円 

年間輸送人員：11,161人 

年間平均輸送密度：4.9 

 

 

 

資料６－２ 
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３－２．現在のサービス水準が必要な理由 

 

運行開始当初からの赤字の中、鶴岡～山形線は最大便数 5便／日から 3便／日に減少している。しかしなが

ら、本路線は、庄内地域と県庁所在地であり、県内で最も人口の多い山形市を中心とする村山地域を直接結ぶ

唯一の公共交通機関であり、庄内地域の定住自立にはもとより、山形県としての一体性の確保という観点でも

必須の幹線交通軸である。 

そのため、通勤・通学・通院も含めた日帰りの利用が可能なサービス水準として、鶴岡～山形線は 3 便／

日、片道最大 2,600 円（回数券利用の場合 2,200円）、酒田～山形線は 5 便／日、片道最大 2,800円（回数券

利用の場合 2,375円）という運賃を維持する必要があり、路線赤字の現状の中でも、交通事業者としては、他

路線・他事業の収益により、上記サービス水準を維持している。 

 

３－３．見直しの必要性と内容 

 

地域公共交通事業全体が厳しく、かつ、貸切バスや旅行業等、当該交通事業者が営む他事業の収益について

もコロナ禍も受けて苦境にある中で、地域の必要性に応じた現状のサービス水準を、交通事業者単独の負担で

維持することは持続的ではない。 

そのため、本路線を地域全体として維持すべき路線として位置付ける。なお、地域全体として位置付けるに

あたっては、運賃も含めたサービス内容については、地域全体の協議と同意を得て決定すべきものとする。 

具体的な見直し内容は以下のとおり。 

 

交通事業者（山交バス・庄内交通）： 

現在の長距離運送として届出により定めている運賃を廃止し、新たに山形県地域公共交通活性化協議

会で協議し決定した運賃により運行する。 

また、鶴岡～山形線については、二つの交通事業者によって運行されるものであるが、サービス利用者

の利便性の観点から、両交通事業者は、サービス内容の協議会における協議、利用者による情報発信等、

可能な限り協力し、協議会における協議、利用者へのサービス提供が一体的に行われるよう努める。 

酒田～山形線については、交通事業者単独の努力ではサービス内容の維持が困難な現状と協議会にお

ける円滑な協議や公的支援の効果的な実施という観点も鑑み、現行 5 便すべての運行主体を庄内交通と

して協議会における協議等を一本化し、庄内交通はサービス内容の維持のための協力に努めるものとす

る。 

国： 

山形県地域公共交通活性化協議会で運賃及びその他のサービス内容について協議し、同意した内容に

従って、交通事業者から市町村間幹線系統の補助申請があった場合、当該補助の要綱及び予算に応じ、こ

れを支援する。 

沿線市町村（酒田市、鶴岡市、西川町、寒河江市、山形市）： 

地域の必要性と交通事業者の体制とを勘案し、本路線の運賃を含めたサービス内容を協議・決定する。

また、本路線が地域全体で支える路線であることを踏まえ、市町村内交通については本路線との連携する

形での見直しを図る等、本路線の利用の維持・拡大を進める。 

また、本路線が国庫補助の対象から外れた場合や、国庫補助のみでは交通事業者が必要なサービス内容

の維持に支障をきたすとなった場合においては、その際の本路線に対する地域の必要性に鑑み、公的支援

も含めた必要な措置をとる。 

３－２．現在のサービス水準が必要な理由 

 

運行開始当初からの赤字の中、山交バス最大便数 5 便／日から 2 便／日にまで減少している。しかしなが

ら、本路線は、庄内地域と県庁所在地であり、県内で最も人口の多い山形市を中心とする村山地域を直接結ぶ

唯一の公共交通機関であり、庄内地域の定住自立にはもとより、山形県としての一体性の確保という観点でも

必須の幹線交通軸である。 

そのため、通勤・通学・通院も含めた日帰りの利用が可能な 2便／日、片道最大 2,600円（回数券利用の場

合 2,200円）という運賃を維持する必要があり、路線赤字の現状の中でも、交通事業者としては、他路線・他

事業の収益により、上記サービス水準を維持している。 

 

 

３－３．見直しの必要性と内容 

 

地域公共交通事業全体が厳しく、かつ、貸切バスや旅行業等、当該交通事業者が営む他事業の収益について

もコロナ禍も受けて苦境にある中で、地域の必要性に応じた現状のサービス水準を、交通事業者単独の負担で

維持することは持続的ではない。 

そのため、本路線を地域全体として維持すべき路線として位置付ける。なお、地域全体として位置付けるに

あたっては、運賃も含めたサービス内容については、地域全体の協議と同意を得て決定すべきものとする。 

具体的な見直し内容は以下のとおり。 

 

交通事業者（山交バス）： 

現在の長距離運送として届出により定めている運賃を廃止し、新たに山形県地域公共交通活性化協議

会で協議し決定した運賃により運行する。 

また、鶴岡～山形線については、交通事業者単独の努力ではサービス内容の維持が困難な現状と協議会

における円滑な協議や公的支援の効果的な実施という観点も鑑み、現行３便すべての運行主体を山交バ

スとして、協議会における協議等を一本化するとともに、庄内交通においても一部サービスの運行受託

等、サービス内容の維持のための協力に努めるものとする。 

 

 

 

国： 

山形県地域公共交通活性化協議会で運賃及びその他のサービス内容について協議し、同意した内容に

従って、交通事業者から市町村間幹線系統の補助申請があった場合、当該補助の要綱及び予算に応じ、こ

れを支援する。 

沿線市町村（鶴岡市、西川町、寒河江市、山形市）： 

地域の必要性と交通事業者の体制とを勘案し、本路線の運賃を含めたサービス内容を協議・決定する。

また、本路線が地域全体で支える路線であることを踏まえ、市町村内交通については本路線との連携する

形での見直しを図る等、本路線の利用の維持・拡大を進める。 

また、本路線が国庫補助の対象から外れた場合や、国庫補助のみでは交通事業者が必要なサービス内容

の維持に支障をきたすとなった場合においては、その際の本路線に対する地域の必要性に鑑み、公的支援

も含めた必要な措置をとる。 
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187 県： 

交通事業者から国と協調しての市町村間幹線系統の補助申請があった場合、当該補助の要綱及び予算

に応じ、これを支援する。 

加えて、市町村が本路線に対して支援を行う場合で、当該支援を県の市町村総合交付金の算定対象とし

た場合、当該交付金の要綱及び予算に応じ、これを支援する。 

また、山形県地域公共交通活性化協議会事務局として、本路線の利用状況や収支について継続的にモニ

タリングし、必要に応じて、交通事業者や沿線市町村とのサービス内容や支援のあり方についての見直し

の協議を主催する。 

山形県地域公共交通活性化協議会： 

地域全体として維持する必要がある本路線のサービス内容として、別表３－１～３のとおり定める。 

 

県： 

交通事業者から国と協調しての市町村間幹線系統の補助申請があった場合、当該補助の要綱及び予算

に応じ、これを支援する。 

加えて、市町村が本路線に対して支援を行う場合で、当該支援を県の市町村総合交付金の算定対象とし

た場合、当該交付金の要綱及び予算に応じ、これを支援する。 

また、山形県地域公共交通活性化協議会事務局として、本路線の利用状況や収支について継続的にモニ

タリングし、必要に応じて、交通事業者や沿線市町村とのサービス内容や支援のあり方についての見直し

の協議を主催する。 

山形県地域公共交通活性化協議会： 

地域全体として維持する必要がある本路線のサービス内容として、別表３－１～２のとおり定める。 

 

201  【新規】 

 

 

1． 基準運賃

賃率は酒田庄交バスターミナル～庄内あさひバスストップ間にのみ適用することとする。

2． 指定停留所

粁程 摘要

0.0

0.3

3． 按分粁

4.4 21.0 4.2

5.1 21.5 4.8

9.5×1/2≒4.8 42.5×1/2≒21.3 9.0×1/2＝4.5 320

13.5 32.8 320

12.0 34.3 (4.80)

25.5×1/2≒12.7 67.1×1/2≒33.6

1.8 840 840

2.4 840 840

4.2×1/2＝2.1 (21.30) 26.10

420 1,020 1,100

420 1,020 1,100

分岐 (4.50) 25.80 30.60

欄内の区分

750 850 1,450 1,550

750 850 1,450 1,550

16.00 20.50 41.80 46.60

1,600 2,000 2,100 2,400 2,500

1,600 2,000 2,100 2,400 2,500

46.30 62.30 66.80 88.10 92.90

750 1,850 2,250 2,300 2,600 2,700

750 1,850 2,250 2,300 2,600 2,700

11.00 57.30 73.30 77.80 99.10 103.90

680 1,210 2,400 2,600 2,600 2,800 2,800

680 1,210 2,400 2,600 2,600 2,800 2,800

21.90 32.90 79.20 95.20 99.70 121.00 125.80

190 680 1,210 2,450 2,600 2,600 2,800 2,800

190 680 1,210 2,450 2,600 2,600 2,800 2,800

1.60 23.50 34.50 80.80 96.80 101.30 122.60 127.40

200 270 680 1,210 2,450 2,600 2,600 2,800 2,800

200 270 680 1,210 2,450 2,600 2,600 2,800 2,800

(2.10) 3.70 25.60 36.60 82.90 98.90 103.40 124.70 129.50

200 460 2,040 4,380 10,750 12,800 13,470 16,710 17,410 78,220

200 460 2,040 4,380 10,750 12,800 13,470 16,710 17,410 78,220

2.10 5.30 71.00 115.00 346.50 442.50 474.00 644.40 687.60 2,788.40

平均賃率 28.0519

合計

南高前

(山大入口)

西川BT
エ

ス

モ

ー

ル

バ

ス

タ

ー

ミ

ナ

ル

山交ビル

BT
庄

内

観

光

物

産

館
庄

内

あ

さ

ひ

バ

ス

ス

ト

ッ

プ
新軽微(実施)運賃

西

川

バ

ス

ス

ト

ッ

プ

現行軽微運賃

キロ程 

寒

河

江

バ

ス

ス

ト

ッ

プ

県

庁

前

南

高

前

(

山

大

入

口

)

山

交

ビ

ル

バ

ス

タ

ー

ミ

ナ

ル

基準賃率 (庄内交通) 49円90銭

区界停留所 指定停留所

酒

田

駅

前

山交ビルバスターミナル
山交ビルBT

山形駅前

イ

オ

ン

酒

田

南

店

酒田庄交

BT

イオン酒田

南店
ｴｽﾓｰﾙBT

庄内観光

物産館

庄内あさひ

BT
湯殿山口

普通旅客運賃表　　酒田　～　(エスモールBT・山形自動車道)　～　山形

種別 区間 賃率

基準賃率

2.0キロまで 基準運賃の2.0倍

2.1～5.0キロ 基準運賃

30.1キロ以上 基準運賃の0.5倍


